
福島県只見町塩沢・十島地区

実態調査

日本工業大学大学

参加学生 12名



応募理由

大学で学んできた「実工学」で培った知識

と地域活動やボランティアの経験を活かし

て、集落の活性化を支援したい。

１. チームについて

チームの概要

学生環境推進委員会のメンバー

環境活動、ボランティア活動など行う委員会

建築・電気電子通信・機械などの学科で構成 リサイクルショップ 子供大学

町民祭り 全国学生清掃週間
(NSCWeek)



２.只見町塩沢・十島地区のイメージと実際

・自然が豊富

・四季が綺麗

・空き家が多い

・只見線が復興開通

・高齢者の割合が多い

活動で分かった地区の実際活動前のイメージ
・生物や山菜などが豊富

・観光スポット、ビューポイントが豊富

・スノートレッキングや恵みの森など

子供達が遊べるスポットがある。

・人手が少なく、田んぼの除草作業など

苦労している(担い手不足)

・高齢化が進んでいる

・空き家が多い



現地調査

インターネット

現地の方とリモート

ビューポイント見学

河井継之助記念館見学

ワークショップ

各自の提案考案・発表

ワークショップ

現地の方とリモート

３.今年度の活動内容

河井継之助記念館 ワークショップビューポイント

リモート会議学生意見交換

事前調査 学生間意見交換



４.活動により発見した課題

課題

・空き家が多い

・担い手が少ない

・商店などのアクセスが悪い

・認知度が低い

・SNSが活用しきれていない

・医療機関まで遠い

・雪の除雪が大変

・ワラビ園が４年以上営業されていない

空き家の様子

駅前近くの様子

ワラビ



＊物販ツールによって山菜などを販売

＊地域住民のためのIT利用講座開設

５.活性化のための提案

地域を活かした

観光の集客策

SNSなどの

情報発信

(３つをSNSでつなぐ)

空き家リフォーム

によるゲストハウス

＊河井継之助記念館体験ツアー開設

＊塩泉の復活

＊学割、農家手助け割引など料金

プランを設ける



６.今後に向けて

提案の具体化

今回考えた提案を実行していくために、

現地の方とヒアリングを通して具体化し

ていく

現地訪問

再度現地訪問を行い、只見町の行事や体

験を通して地域の人と交流を深め、より

良い地域活性化を模索する


